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京 都 一 → 十 和 田

   (出 発)

1班  大 食 3

(鶴丸,深 町,古 味)

7月15日(第1日 目)

13:00 京都駅八条日集合

 炎天 下の暑 さもどこ吹 く風 と,ハ イ ヒーIVの 足さばきも軽 やかに,大 荷物をかかえて三

々五々に集 まつて来 る淑女の群れに,殺 風景な ビルもたちまちお花畑 と化 して しまった。

全員集合。出発の約30分 前,交 通公社のお兄様(岡 本正昭氏)に 誘導 されて新幹線構内

に入 り列車を待っ。

 工藤先生,中 原のおばあち やま……その他各研究室御一行様の盛大 なお見送 りを受ける。

右を見た り左を見たり日頃のすました態度も今 日ばかりは落 ち着かず 「こだ ま号」のお出

ましを今か今か と待っている。

 行つてらっ しやv・・ と手を振って下さる諸先生方の笑顔の中`こ私達・皆んなが無事故で

帰って来る事を祈って下さつていたことで しよう。

 13時54分 京都駅発

 北海道の涼な らぬ車内の涼 は心地 よかった。停車毎にホームに降 りて愛するこだま号と

写真をとる人,大 気 をお腹一杯吸ってくる入,ウ オ._._夕0クーラーまで マラソンをやる人.

かれ ζれするうちに4時 間半余 りで早 くも東京駅着。

 筆8時30分 東京 一 上野

 人 ・人 ・人の東京駅 。交通公社のお兄様の適切な誘導のおかげで,ど うにか上野駅 まで

着いた。 「もう疲れてしまった。」なんて声が聞 こえて来 ました・これか らだと言 うのに

ネ。

 20時50分 上野 一 盛岡

 鈍行夜汽車i'大 騒動 で乗 り込む。女性の友情 たるものは恐 るべ きもので、お兄様の忠告

もむなしく友の座席確保 に大奮闘。さんさん騒いだ後ようや く落 ち着 いて淑女か らジヤジ

ヤ馬に早がわ り。おしやべ り,車 内散歩,読 書,バ リバ」 ポ リポリ……。いっ しか,に

一15一



ぎやかだった車内も列車の規則正 しい振動を子守歌`こ,間 もな く1人,2人 と夢 の国へ。

 7月16日 (第2日 目)

 壌1時53分 盛岡0休 屋

 東北地方を襲つた台風の爪痕の景色を車内より観 る。車内は食べ物のぶすや新聞紙がい

っぱい散乱 している。この長い汽車 の旅。

 待 ちかねの十和田南に14時35分 着。

そこか ら京都では見かけぬ国鉄バスで休屋 まで。途中,発 荷峠か ら十和田湖展望 ・広々と

した湖をバック`こ全員で記念撮影。

 心配されていた雨もどうやらやんで,16時,休 屋から1時 間の湖上遊覧。青藍色の水

面,遠 く木間 より見える乙女の像 。私達はただその美 しさに 目を見張 るばか り!

 歪7時,十 和田観光ホテルに着 く。

前夜はs車 中泊だった為か・非常な疲れを覚えたが・この湖畔のホテルにてゆつ くりと癒

すことが出来 た。
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